
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
奴
め…

  

 

吉
田 

眞
人 

 

年
末
に
な
る
と
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
九
番
の
演
奏
会
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
る
。
日
本
特
有
の
現
象

で
、
今
や
そ
の
数
、
数
十
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
の
ド
ル
箱
で
も
あ
る
。 

五
年
前
に
招
待
券
を
貰
っ
た
の
が
縁
で
、
以
降
毎
年
聞
き
に
出
か
け
て
い
る
。
平
明
な
第
三
楽
章
で
来
し

方
を
想
い
起
こ
し
、
合
唱
付
き
第
四
楽
章
で
行
く
末
を
肯
定
的
に
考
え
る
（ 

Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ 

喜
び
）
と
い
う

事
で
、
年
末
に
相
応
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 ▽
二
〇
二
〇
年
十
二
月
十
七
日 

み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
（
横
浜
）
新
日
本
フ
ィ
ル 

指
揮
：
広
上
淳
一 

五
割
程
の
入
り
で
、
年
末
の
賑
や
か
さ
な
し
。 

第
四
楽
章
が
始
ま
っ
て
も
ソ
リ
ス
ト
も
合
唱
の
メ
ン
バ
ー
も
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
今
日
は
『
合
唱

付
き
』
で
は
な
く
、『
合
唱
無
し
』
な
の
か
、
と
訝
っ
て
い
た
ら
、
楽
章
の
半
ば
（
演
奏
中
！
）
で
漸
く
入
場

し
歌
い
始
め
た
。
全
く
異
例
。
か
つ
て
あ
る
歌
手
が
「
第
一
楽
章
か
ら
陪
席
し
、
全
体
を
聞
き
な
が
ら
気
分

を
高
め
て
ゆ
く
の
が
望
ま
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
正
論
だ
ろ
う
。 

ま
た
合
唱
は
十
六
人
だ
け
、
こ
の
年
末
で
各
オ
ケ
の
取
り
合
い
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
コ
ロ
ナ
で
密

を
避
け
る
た
め
人
数
を
絞
っ
た
の
か
。
こ
れ
も
淋
し
い
。 

 

▽
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
七
日 

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル 

新
日
本
フ
ィ
ル 

指
揮
：
シ
モ
ー
ネ
・
ヤ
ン
グ 

 

数
あ
る
演
奏
会
の
中
で
こ
れ
を
選
ん
だ
の
は
彼
女
が
指
揮
を
す
る
か
ら
だ
。
五
年
前
に
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の

チ
ェ
ロ
協
奏
曲
を
聴
き
に
行
っ
た
時
に
、
チ
ェ
ロ
が
独
走
的
に
演
奏
す
る
と
こ
ろ
を
、
彼
女
が
上
手
に
全
体

を
マ
ネ
ー
ジ
す
る
の
で
感
心
し
た
事
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
オ
ミ
ク
ロ
ン
に
よ
る
外
国
人
入
国
禁
止
措
置
に
よ

り
来
日
不
能
と
な
っ
て
し
ま
い
、
興
味
が
半
減
、
ま
こ
と
に
残
念
！ 

練
達
の
指
揮
代
役
（
鈴
木
秀
美
）
で
、
ソ
リ
ス
ト
と
合
唱
メ
ン
バ
ー
（
三
十
二
名
）
も
第
一
楽
章
か
ら
陪

席
、
ま
あ
許
し
て
や
る
か
。
客
の
入
り
は
ほ
ぼ
満
員
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
ま
ま
な
ら
な
い
演
奏
会
が
続
い
た
が
、
良
い
点
が
一
つ
だ
け
。
例
年
こ
の
時
期
の
演
奏
会
に

は
、
風
邪
気
味
の
聴
衆
が
多
く
来
る
。
演
奏
中
に
鼻
を
啜
っ
た
り
、
咳
を
す
る
音
が
絶
え
ず
、
閉
口
す
る
。
最

近
は
健
康
状
態
に
不
調
の
あ
る
人
は
、
例
え
軽
症
で
も
会
場
に
来
な
い
の
で
、
こ
の
点
は
安
心
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
２
１
年
１
２
月
２
３
日 

 


